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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号がそれぞれ独立に入力される複数の入力手段と、
　前記入力手段ごとに設けられ、画像信号のブランキング期間に伝送される補助データを
記憶する複数の記憶手段と、
　前記複数の入力手段のうちいずれか１つを同期対象の入力手段、それ以外の入力手段を
非同期対象の入力手段とし、前記同期対象の入力手段に補助データが伝送されるブランキ
ング期間が終了したことに応じて、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からの補
助データの取得を開始し、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からの補助データ
の取得と同期して前記非同期対象の入力手段のうち少なくとも１つの入力手段に対応する
記憶手段から補助データを取得する取得処理を行う取得手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記取得手段は、所定の周期で前記取得処理を実行することを特徴とする請求項１に記
載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記所定の周期は、前記同期対象の入力手段に入力される画像信号の１フレーム期間又
は１フィールド期間であることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記取得手段は、所定回数の取得処理によって全ての前記非同期対象の入力手段に対応
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する記憶手段からの補助データの取得が行われるように、前記同期対象の入力手段に対応
する記憶手段からの補助データの取得を行うごとに、前記非同期対象の入力手段のうち、
補助データを取得する対象となる入力手段を切り替えることを特徴とする請求項１乃至請
求項３のいずれか１項に記載の画像処理装置。 
【請求項５】
　前記取得手段は、前記非同期対象の入力手段に対応する記憶手段から取得した補助デー
タに異常があった場合、次回の取得処理において前記非同期対象の記憶手段からの補助デ
ータの取得を再度行うことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項６】
　前記取得手段は、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からタイムコード及びペ
イロードを取得し、前記非同期対象の入力手段に対応する記憶手段からペイロードを取得
することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の画像処理装置。 
【請求項７】
　前記取得手段により取得される補助データに基づき、前記複数の入力手段から入力され
る複数の画像信号に対し独立に信号処理を行う処理手段をさらに備えることを特徴とする
請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記処理手段による信号処理は、タイムコードに基づく画像を画像信号に基づく画像に
合成する処理と、ペイロードに基づく画像処理と、を含む請求項７に記載の画像処理装置
。
【請求項９】
　前記複数の入力手段のうち、前記同期対象の入力手段を選択する選択手段をさらに備え
ることを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の画像処理装置。 
【請求項１０】
　前記画像信号は、ＳＤＩ信号であることを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか
１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　画像信号がそれぞれ独立に入力される複数の入力手段と、
　前記入力手段ごとに設けられ、画像信号のブランキング期間に伝送される補助データを
記憶する複数の記憶手段と、
　を有する画像処理装置の制御方法であって、
　前記複数の入力手段のうちいずれか１つを同期対象の入力手段、それ以外の入力手段を
非同期対象の入力手段とし、前記同期対象の入力手段に補助データが伝送されるブランキ
ング期間が終了したことに応じて、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からの補
助データの取得を開始し、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からの補助データ
の取得と同期して前記非同期対象の入力手段のうち少なくとも１つの入力手段に対応する
記憶手段から補助データを取得する取得処理を行う工程
を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置、およびその制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像信号のブランキング期間に画像の画素値とは別のデータを重畳し、画像信号と同時
に伝送する技術が知られている。例えば、ＳＭＰＴＥ（ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　
Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）
が規格を定めているＳＤＩ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）信号
がある。ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　２９１：２０１０規格において、ＳＤＩ信号の水平および垂
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直ブランキング期間にＡｎｃｉｌｌａｒｙ　Ｄａｔａ（補助データ）を重畳して伝送する
方式が、規定されている。補助データの種類としては様々なものが規定されている。例え
ば、ＳＭＰＴＥ　１２Ｍ－２－２００８で規定されているＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅ、ＳＭＰＴ
Ｅ　ＳＴ　３５２：２０１０で規定されているＶｉｄｅｏ　Ｐａｙｌｏａｄ　Ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｄｅ（以下、Ｐａｙｌｏａｄと略記）が知られている。
【０００３】
　Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅは、画像信号の各フレーム（インターレースの場合は各フィールド
の場合もある）の撮影時の「時」、「分」、「秒」、「フレーム番号」のデータであり、
画像編集時の時間位置合わせなどに使用される。Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅは、「０１：２３：
４５：０１」のようなフォーマットの文字列で表示される。Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅは、「フ
レーム番号」を含んだデータであるから、通常、フレームごと（インターレースの場合は
フィールドごとの場合もある）に変化する。Ｐａｙｌｏｄは、画像信号のカラーフォーマ
ット（４：２：２　Ｙ／Ｃｂ／Ｃｒなど）やフレームレート（２４／１．００１Ｈｚなど
）を表すデータであり、画像処理装置の画像処理制御に使用される。Ｐａｙｌｏａｄは、
画像信号のフォーマットが変化したときに同時に変化するデータであり、通常は頻繁に変
化するデータではない。なお、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　３５２：２０１０では、カラーフォー
マットを「ｓａｍｐｌｉｎｇ　ｓｔｒｕｃｔｒｅ」と表記している。また、フレームレー
トを「ｐｉｃｔｕｒｅ　ｒａｔｅ」と表記している。
【０００４】
　補助データは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　２９１：２０１０に規定されているように特別な画
素値０００ｈ、３ＦＦｈ、３ＦＦｈ（１６進数、Ａｎｃｉｌｌａｒｙ　Ｄａｔａ　Ｆｌａ
ｇ）から開始される。よって、その画素値を検出して続く補助データをメモリに記録する
ハードウエアとハードウエアのメモリからデータを読み出して処理するＣＰＵとで構成さ
れる手段で、補助データを取得することが可能である。例えば、特許文献１には、アナロ
グビデオ信号に重畳されたデータを取得する方法が開示されており、同様の考え方をデジ
タル方式であるＳＤＩにも適用可能である。Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅは、フレームごと（イン
ターレースの場合はフィールドごとの場合もある）に変化するデータであるから、前述の
ハードウエアとＣＰＵによる取得処理もフレームごと（インターレースの場合はフィール
ドごとの場合もある）に行う必要がある。
【０００５】
　近年、いわゆる４Ｋ×２Ｋのような高精細の画像信号を扱う画像処理装置が実用化され
ている。このような画像処理装置では、従来の画素数を大幅に上回る画素数の画像信号を
入力するために、複数の画像入力インタフェースを同時に並列に使用して画像信号を入力
する場合がある。このような画像処理装置では、例えば、ＳＤＩ入力手段端子を４端子、
または、８端子使用して画像信号を入力する。画像入力端子を複数有する画像処理装置で
は、各入力端子に同一のフォーマットの画像信号を入力する運用と、異なるフォーマット
の画像信号を入力する運用が考えられる。入力端子ごとにフォーマットが異なる場合、画
像信号のフレームレートやフレームの切り替わりタイミングも端子ごとに異なる。フォー
マットが異なる条件で、前述の補助データ取得を行う場合、それぞれの端子に対してハー
ドウエアとＣＰＵによる取得処理をフレームごとに行う必要がある。しかも、フレームご
との処理タイミングが端子ごとに異なる。
【０００６】
　よって、従来、フォーマットが異なる複数の入力端子から補助データを取得するために
、ハードウエアとＣＰＵを入力端子の数に応じて複数備える構成とすることが一般的であ
った。また、補助データに関する処理をすべてハードウエアとして実装し、そのハードウ
エアを入力端子の数に応じて複数備える構成とすることもあった。例えば、Ｔｉｍｅ　Ｃ
ｏｄｅに関する処理として、ＳＤＩ信号からＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを取り出し、解析して文
字列データに変換し、フォントデータを用いて画像に変換し、画像信号に画像を重ね合わ
せる処理がある。これら一連の処理がハードウエアとして実装されていた。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平９－２８９６２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した従来の技術では、ハードウエアとＣＰＵを入力端子の数に応じ
て複数備える必要があり、画像処理装置の複雑化を招いていた。そこで、本発明では、１
個のＣＰＵで複数の入力端子の補助データを取得可能とすることにより、従来よりも単純
な構成の画像処理装置およびその制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、画像信号がそれぞれ独立に入力される複数の入力手段と、
　前記入力手段ごとに設けられ、画像信号のブランキング期間に伝送される補助データを
記憶する複数の記憶手段と、
　前記複数の入力手段のうちいずれか１つを同期対象の入力手段、それ以外の入力手段を
非同期対象の入力手段とし、前記同期対象の入力手段に補助データが伝送されるブランキ
ング期間が終了したことに応じて、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からの補
助データの取得を開始し、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からの補助データ
の取得と同期して前記非同期対象の入力手段のうち少なくとも１つの入力手段に対応する
記憶手段から補助データを取得する取得処理を行う取得手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置である。
【００１０】
　本発明は、画像信号がそれぞれ独立に入力される複数の入力手段と、
　前記入力手段ごとに設けられ、画像信号のブランキング期間に伝送される補助データを
記憶する複数の記憶手段と、
　を有する画像処理装置の制御方法であって、
　前記複数の入力手段のうちいずれか１つを同期対象の入力手段、それ以外の入力手段を
非同期対象の入力手段とし、前記同期対象の入力手段に補助データが伝送されるブランキ
ング期間が終了したことに応じて、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からの補
助データの取得を開始し、前記同期対象の入力手段に対応する記憶手段からの補助データ
の取得と同期して前記非同期対象の入力手段のうち少なくとも１つの入力手段に対応する
記憶手段から補助データを取得する取得処理を行う工程
を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法である。
 
【発明の効果】
【００１１】
　入力端子が複数であっても、１個のＣＰＵで複数の入力端子の補助データを取得可能と
することにより、画像処理装置を従来よりも単純な構成とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例に係る画像表示装置の構成を示す図
【図２】ＣＰＵによる制御、ＳＤＩ入力手段、ＳＤＩレシーバによる処理を示す図
【図３】実施例１に係るＣＰＵの処理を示すフローチャート
【図４】実施例３に係るＣＰＵの処理を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１３】
（実施例１）
　本実施例では、画像入力手段として４個のＳＤＩ入力手段を有する画像表示装置に本発
明を適用する例を示す。本実施例の画像表示装置は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ（タイムコード
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）に関しては、４個のＳＤＩ入力手段からＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象として１個を選択
し、その選択されたＳＤＩ入力手段からＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを取得する。本実施例の画像
表示装置は、Ｐａｙｌｏａｄ（ペイロード）に関しては、４個のＳＤＩ入力手段すべてか
ら取得する。なお、本実施例では画像表示装置の一部を構成する画像処理装置への本発明
の適用例を説明するが、本発明において表示機能を有することは必須ではなく、表示機能
を有さない画像処理装置にも本発明を適用可能である。
【００１４】
　本実施例における画像表示装置の構成を説明する。図１は、本実施例における画像表示
装置の構成を示す図である。画像表示装置は、４個のＳＤＩ入力手段としてＳＤＩ入力手
段１０１、ＳＤＩ入力手段１０２、ＳＤＩ入力手段１０３、ＳＤＩ入力手段１０４を有す
る。画像表示装置は、４個のＳＤＩレシーバとしてＳＤＩレシーバ１、ＳＤＩレシーバ２
、ＳＤＩレシーバ３、ＳＤＩレシーバ４を有する。ＳＤＩレシーバ１は、その内部に、内
部処理部１２１、検出部１３１、ＦＩＦＯ１４１を有する。ＳＤＩレシーバ２は、その内
部に、内部処理部１２２、検出部１３２、ＦＩＦＯ１４２を有する。ＳＤＩレシーバ３は
、その内部に、内部処理部１２３、検出部１３３、ＦＩＦＯ１４３を有する。ＳＤＩレシ
ーバ４は、その内部に、内部処理部１２４、検出部１３４、ＦＩＦＯ１４４を有する。
【００１５】
　なお、ＳＤＩレシーバ２、ＳＤＩレシーバ３、ＳＤＩレシーバ４の内部構成は、図１に
は示していないが、ＳＤＩレシーバ１と同様の内部構成である。画像表示装置内部では、
４系統の画像信号経路により、各ＳＤＩレシーバから出力された画像信号１５１、画像信
号１５２、画像信号１５３、画像信号１５４が伝送される。さらに、画像表示装置は、セ
レクタ１６１、ＣＰＵ１６２、画像処理部１６３、ビデオ結合部１６４、拡大縮小部１６
５、ビデオグラフィックス合成部１６６、グラフィックス生成部１６７、液晶パネル１６
８を有する。画像表示装置は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ記憶部１６９、Ｐａｙｌｏａｄ記憶部
１１１、Ｐａｙｌｏａｄ記憶部１１２、Ｐａｙｌｏａｄ記憶部１１３、Ｐａｙｌｏａｄ記
憶部１１４を有する。
【００１６】
　画像表示装置を構成する各要素について説明する。ＳＤＩ入力手段１０１～１０４は、
ＳＤＩ信号を入力する手段であり、それぞれＳＤＩレシーバ１～４へ接続される。ＳＤＩ
レシーバ１～４は、ＳＤＩ信号を受信しＳＤＩ信号をＬＶＴＴＬ（Ｌｏｗ　Ｖｏｌｔａｇ
ｅ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ－Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ　Ｌｏｇｉｃ）レベル信号などの別の
形式の画像信号１５１～１５４に変換する。さらに、ＳＤＩレシーバ１～４は、ＳＤＩ信
号から補助データを取り出す。内部処理部１２１は、ＳＭＰＴＥ　２９２－２００８規格
などに定められた、ＮＲＺＩ（Ｎｏｎ　Ｒｅｔｕｒｎ　ｔｏ　Ｚｅｒｏ）変換を含む処理
を実施するが、詳細な説明は割愛する。
【００１７】
　検出部１３１は、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　２９１：２０１０に定められたフォーマットに従
い、内部処理部１２１が出力した画像信号から補助データを検出し、検出したデータをＦ
ＩＦＯ１４１へ書き込む。ＦＩＦＯ１４１は、検出部１３１により書き込まれた補助デー
タを記憶する。セレクタ１６１は、画像信号１５１～１５４から１個の画像信号を選択し
、ＣＰＵ１６２に割り込みを発生させる基準となる信号（割り込み源）として出力する。
ＣＰＵ１６２は、ソフトウエアとして実装された本実施例に係る各種制御を実行する。Ｃ
ＰＵ１６２は、ＦＩＦＯ１４１～１４４から補助データを読み出す。また、ＣＰＵ１６２
は、セレクタ１６１が選択した画像信号を割り込み源とし、セレクタ１６１が選択した画
像信号の変化に応じて、動作のタイミングを制御することができる。
【００１８】
　画像処理部１６３は、ＣＰＵ１６２の制御に応じて、画像信号１５１～１５４に対し、
色空間変換などの画像信号処理を実施する。ビデオ結合部１６４は、４系統の画像信号を
１系統に合成する。拡大縮小部１６５は、画像信号に対し拡大または縮小処理を実施する
。ビデオグラフィックス合成部１６６は、拡大縮小部１６５が出力した画像信号とグラフ
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ィックス生成部１６７が出力したグラフィックス信号を合成する。グラフィックス生成部
１６７は、ＣＰＵ１６２の制御に従い、グラフィックス信号を生成する。液晶パネル１６
８は、ビデオグラフィックス合成部が出力した画像信号を表示する表示装置である。
【００１９】
　Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ記憶部１６９は、ＣＰＵ１６２が取得したＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを記
憶するためのメモリである。Ｐａｙｌｏａｄ記憶部１１１は、ＣＰＵ１６２がＳＤＩレシ
ーバ１から取得したＰａｙｌｏａｄを記憶するためのメモリである。Ｐａｙｌｏａｄ記憶
部１１２は、ＣＰＵ１６２がＳＤＩレシーバ２から取得したＰａｙｌｏａｄを記憶するた
めのメモリである。Ｐａｙｌｏａｄ記憶部１１３は、ＣＰＵ１６２がＳＤＩレシーバ３か
ら取得したＰａｙｌｏａｄを記憶するためのメモリである。Ｐａｙｌｏａｄ記憶部１１４
は、ＣＰＵ１６２がＳＤＩレシーバ４から取得したＰａｙｌｏａｄを記憶するためのメモ
リである。
【００２０】
　前述の通り、本実施例の画像表示装置は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅに関しては、ＳＤＩ入力
手段１０１～１０４から１個を選択し、選択されたＳＤＩ入力手段からＴｉｍｅ　Ｃｏｄ
ｅを取得する。選択の方法としては、例えば、操作者が選択するためのユーザーインター
フェースを備え、操作者が選択したＳＤＩ入力手段からＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを取得する方
法がある。以下、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象としてＳＤＩ入力手段１０１が選択された
場合を例に説明する。
【００２１】
　本実施例におけるＣＰＵ１６２による制御について、ＳＤＩ入力手段１０１～１０４か
ら入力されるＳＤＩ信号、ＳＤＩレシーバ１～４による処理との時間上の関連を含めて、
説明する。図２は、ＣＰＵ１６２による制御、ＳＤＩ入力手段１０１～１０４から入力さ
れるＳＤＩ信号、ＳＤＩレシーバ１～４による処理およびそれらの時間上の関連を示す図
である。
【００２２】
　図２を用いて、ＳＤＩ入力手段１０１～１０４について説明する。
　ＳＤＩ入力手段１０１は、画像表示装置へＳＤＩ信号を入力するＳＤＩ入力手段のひと
つである。ＳＤＩ信号は、大きく分けて、垂直ブランキング期間と垂直有効画像期間に分
かれる。ここで、垂直ブランキング期間とは、１ライン期間に有効画素を含まないライン
で構成される期間である。垂直有効画像期間とは、全画像期間のうち、垂直ブランキング
期間ではない期間である。さらに、垂直ブランキング期間の中に、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅと
Ｐａｙｌｏａｄが含まれる。なお、図面の簡略化のために、図２では、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄ
ｅをＴＣ、ＰａｙｌｏａｄをＰＬと表している。
【００２３】
　Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅおよびＰａｙｌｏａｄの挿入タイミングは、ＳＭＰＴＥ　１２Ｍ－
２－２００８およびＳＭＰＴＥ　ＳＴ　３５２：２０１０に詳しく規定されている。本実
施例では、Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅおよびＰａｙｌｏａｄの挿入タイミングが垂直ブランキン
グ期間に含まれている場合を例に説明する。垂直ブランキング期間の開始から垂直有効画
像期間の終了までの期間が、プログレッシブ画像の場合の１フレーム期間、インターレー
スまたはＰｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ　Ｓｅｇｍｅｎｔｅｄ　Ｆｒａｍｅ信号の場合の１フィ
ールド期間である。
【００２４】
　ＳＤＩ入力手段１０２は、画像表示装置へＳＤＩ信号を入力するＳＤＩ入力手段のひと
つである。ＳＤＩ入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号と比べ、１フレーム期間（イ
ンターレース信号の場合、１フィールド期間。以下同様）の長さは同一であるが、１フレ
ーム期間（１フィールド期間）の開始位置は異なる。
【００２５】
　ＳＤＩ入力手段１０３は、画像表示装置へＳＤＩ信号を入力するＳＤＩ入力手段のひと
つである。ＳＤＩ入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号と比べ、１フレーム期間（１
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フィールド期間）の長さが異なる。
【００２６】
　ＳＤＩ入力手段１０４は、画像表示装置へＳＤＩ信号を入力するＳＤＩ入力手段のひと
つである。ＳＤＩ入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号と比べ、１フレーム期間（１
フィールド期間）の長さが異なる。さらに、ＳＤＩ入力手段１０４から入力されるＳＤＩ
信号は、ＳＤＩ入力手段１０３から入力されるＳＤＩ信号と比べ、１フレーム期間（１フ
ィールド期間）の長さは同一であるが、１フレーム期間（１フィールド期間）の開始位置
は異なる。
【００２７】
　なお、以上説明した図２に示すＳＤＩ入力手段１０１～１０４から入力されるＳＤＩ信
号のフォーマットは説明のための一例であり、上述のフォーマットとは異なる画像信号が
入力される画像表示装置にも本発明は適用可能である。
【００２８】
　図２を用いて、ＳＤＩレシーバ１～４の処理について説明する。
　ＳＤＩレシーバ１の処理について説明する。ＳＤＩ入力手段１０１にＴｉｍｅ　Ｃｏｄ
ｅが伝送されたとき、ＳＤＩレシーバ１の検出部１３１がＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを検出し、
ＦＩＦＯ１４１へ書き込む。検出方法としては、Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅのＤＩＤが６０ｈ（
１６進数）、ＳＤＩＤが６０ｈ（１６進数）であるため（詳細は、ＳＭＰＴＥ　１２Ｍ－
２－２００８参照）、その値を見つけることにより、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅを検出する。こ
こで、ＤＩＤはＤａｔａ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＳＤＩＤはＳｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｄａ
ｔａ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒである。
【００２９】
　ＳＤＩ入力手段１０１にＰａｙｌｏａｄが伝送されたとき、ＳＤＩレシーバ１の検出部
１３１がＰａｙｌｏａｄを検出し、ＦＩＦＯ１４１へ書き込む。検出方法としては、Ｐａ
ｙｌｏａｄのＤＩＤが４１ｈ（１６進数）、ＳＤＩＤが０１ｈ（１６進数）であるため（
詳細は、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　３５２：２０１０参照）、その値を見つけることにより、Ｐ
ａｙｌｏａｄを検出する。
【００３０】
　ＳＤＩレシーバ２の処理について説明する。ＳＤＩ入力手段１０２にＰａｙｌｏａｄが
伝送されたとき、ＳＤＩレシーバ２の検出部１３２がＰａｙｌｏａｄを検出し、ＦＩＦＯ
１４２へ書き込む。検出方法は、ＳＤＩレシーバ１の処理と同様である。ＳＤＩ入力手段
１０２は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅの取得対象として選択されていない（非同期処理対象であ
る）ため、ＳＤＩレシーバ２の処理としては、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅを取得する処理は含ま
れない。
【００３１】
　ＳＤＩレシーバ３の処理について説明する。ＳＤＩレシーバ２と同様、ＳＤＩレシーバ
３は、Ｐａｙｌｏａｄを取得し、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅを取得しない。
【００３２】
　ＳＤＩレシーバ４の処理について説明する。ＳＤＩレシーバ２と同様、ＳＤＩレシーバ
４は、Ｐａｙｌｏａｄを取得し、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅを取得しない。
【００３３】
　前述の通り、操作者が、ＳＤＩ入力手段１０１～１０４から、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得
対象（同期処理対象）として１個を選択する。操作者の選択に応じて、ＳＤＩレシーバ１
～４の動作を制御する方法を説明する。ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　２９１：２０１０にて詳細に
規定されているように、Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅやＰａｙｌｏａｄを含む補助データは、ＤＩ
ＤおよびＳＤＩＤで識別することができる。よって、画像表示装置は、ＳＤＩレシーバ１
に対して、Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅおよびＰａｙｌｏａｄを示すＤＩＤおよびＳＤＩＤを持つ
補助データを取り込むように設定する。画像表示装置は、ＳＤＩレシーバ２～４に対して
、Ｐａｙｌｏａｄを示すＤＩＤおよびＳＤＩＤを持つ補助データを取り込むように設定す
る。以上の設定により、ＳＤＩレシーバ１がＴｉｍｅ　ＣｏｄｅおよびＰａｙｌｏａｄを



(8) JP 6261696 B2 2018.1.17

10

20

30

40

50

取得し、ＳＤＩレシーバ２～４がＰａｙｌｏａｄを取得することができる。
【００３４】
　ＣＰＵ１６２の処理について説明する。
　ＣＰＵ１６２は、操作者がＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象として選択したＳＤＩ入力手段
に応じて、セレクタ１６１を設定し、画像信号１５１～１５４からＣＰＵ１６２の割り込
み源を選択する。本実施例では、操作者がＳＤＩ入力手段１０１をＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取
得対象として選択しているため、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩ入力手段１０１の画像信号１５
１を割り込み源として選択する。
【００３５】
　より詳細には、ＣＰＵ１６２は、画像信号１５１が垂直ブランキング期間から垂直有効
画像期間に遷移したとき、割り込みを発生させる。例えば、ＣＰＵ１６２は、画像信号１
５１に含まれるＳＡＶ（Ｓｔａｒｔ　ｏｆ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｖｉｄｅｏ）およびＥＡＶ（
Ｅｎｄ　ｏｆ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｖｉｄｅｏ）のＶビットの値が１から０へ変化したとき、
割り込みを発生させる。これは、Ｖビットの値は、画像信号１５１が垂直ブランキング期
間であるとき１、画像信号１５１が垂直有効画像期間であるとき０であるからである（詳
細は、ＳＭＰＴＥ　２９２－２００８参照）。
【００３６】
　割り込みの発生タイミングは、画像信号１５１に依存するが、図２においては、ＳＤＩ
入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号が垂直ブランキング期間から垂直有効画像期間
に遷移したとき、割り込みが発生するように記載してある。ＳＤＩ入力手段１０１から入
力されるＳＤＩ信号と画像信号１５１との遅延量は小さい。そのため、垂直ブランキング
期間から垂直有効画像期間に遷移するタイミングは、ＳＤＩ入力手段１０１から入力され
るＳＤＩ信号と画像信号１５１とでほぼ同一とみなすことができるためである。従って、
図面の簡略化のために、図２には、ＳＤＩ入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号のみ
記載し、画像信号１５１は記載していない。
【００３７】
　図２を用いて、ＣＰＵ１６２の処理について、時間の経過順に説明する。
　期間２０７（期間２０１～２０６を合わせた期間）について説明する。ＣＰＵ１６２は
、前述の割り込みにより、ＳＤＩ入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号が垂直ブラン
キング期間から垂直有効画像期間へ遷移したとき、処理を開始する。ＣＰＵ１６２は、Ｓ
ＤＩレシーバ１のＦＩＦＯ１４１からＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを読み出す（期間２０１）。Ｃ
ＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ１のＦＩＦＯ１４１からＰａｙｌｏａｄを読み出す（期間
２０２）。ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ２のＦＩＦＯ１４２からＰａｙｌｏａｄを読
み出す（期間２０３）。
【００３８】
　続いて、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ１のＦＩＦＯ１４１から読み出したＴｉｍｅ
　Ｃｏｄｅを解析する（期間２０４）。具体的には、ＣＰＵ１６２は、ＳＭＰＴＥ　１２
Ｍ－２－２００８に規定されたＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅのフォーマットに従って、解析を行う
。ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ１のＦＩＦＯ１４１から読み出したＰａｙｌｏａｄを
解析する（期間２０５）。具体的には、ＣＰＵ１６２は、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　２９１：２
０１０に規定されたＰａｙｌｏａｄのフォーマットに従って、解析を行う。ＣＰＵ１６２
は、ＳＤＩレシーバ２のＦＩＦＯ１４２から読み出したＰａｙｌｏａｄを解析する（期間
２０６）。
【００３９】
　期間２１７（期間２１１～２１６を合わせた期間）について説明する。期間２１１、期
間２１２、期間２１４、期間２１５に関しては、期間２０１、期間２０２、期間２０４、
期間２０５と同じである。ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ３のＦＩＦＯ１４３からＰａ
ｙｌｏａｄを読み出す（期間２１３）。ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ３のＦＩＦＯ１
４３から読み出したＰａｙｌｏａｄを解析する（期間２１６）。
【００４０】
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　期間２２７（期間２２１～２２６を合わせた期間）について説明する。期間２２１、期
間２２２、期間２２４、期間２２５に関しては、期間２０１、期間２０２、期間２０４、
期間２０５と同じである。ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ４のＦＩＦＯ１４４からＰａ
ｙｌｏａｄを読み出す（期間２２３）。ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ４のＦＩＦＯ１
４４から読み出したＰａｙｌｏａｄを解析する（期間２２６）。
【００４１】
　ＣＰＵ１６２は、期間２０７（期間２０１～２０６）において、ＳＤＩ入力手段１０１
から入力されるＳＤＩ信号とＳＤＩ入力手段１０２から入力されるＳＤＩ信号から補助デ
ータを取得する。ＣＰＵ１６２は、期間２１７（期間２１１～２１６）において、ＳＤＩ
入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号とＳＤＩ入力手段１０３から入力されるＳＤＩ
信号から補助データを取得する。ＣＰＵ１６２は、期間２２７（期間２２１～２２６）に
おいて、ＳＤＩ入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号とＳＤＩ入力手段１０４から入
力されるＳＤＩ信号から補助データを取得する。以後、ＣＰＵ１６２は、上記説明した期
間２０７、２１７、及び２２７の３期間分の処理を繰り返す。
【００４２】
　よって、ＣＰＵ１６２は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象として選択されているＳＤＩ入
力手段１０１からは、１フレーム期間（１フィールド期間）ごとに１回、Ｔｉｍｅ　Ｃｏ
ｄｅおよびＰａｙｌｏａｄを取得する。また、ＣＰＵ１６２は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得
対象として選択されていないＳＤＩ入力手段１０２～１０４からは、それぞれ、３フレー
ム期間（３フィールド期間）ごとに１回、Ｐａｙｌｏａｄを取得する。換言すると、ＣＰ
Ｕ１６２は、１フレーム期間（１フィールド期間）ごとに、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象
として選択されていない３つのＳＤＩ入力手段１０２～１０４のうちから順次１個を選ん
で、Ｐａｙｌｏａｄを取得する。つまり、ＣＰＵ１６２は、３フレーム期間（３フィール
ド期間）を周期として、上記の処理を繰り返す。すなわち、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象
のＳＤＩ入力手段１０１からの補助データの取得及びそれと同期したＳＤＩ入力手段１０
２～１０４いずれかからの補助データの取得を１回（１単位）の取得処理とする。そして
、所定回数（本実施例では３回）の取得処理によって、全ての非同期処理対象のＳＤＩ入
力手段からの補助データの取得が行われる。
【００４３】
　期間２０１～２０６、期間２１１～２１６、期間２２１～２２６におけるＣＰＵ１６２
の処理（取得処理）について、フローチャートを用いて詳細に説明する。図３は、ＣＰＵ
１６２の処理を示すフローチャートである。ステップＳ３０１～Ｓ３１４の処理が、期間
２０７（期間２０１～２０６）、期間２１７（期間２１１～２１６）、期間２２７（期間
２２１～２２６）のそれぞれの期間に行われる取得処理を表す。以下、各ステップについ
て、詳細に説明する。
【００４４】
　ステップＳ３０１：ＣＰＵ１６２は、Ｎに２を代入する。Ｎは、ＳＤＩレシーバ１以外
の３つのＳＤＩレシーバのうちＰＬ取得対象となるＳＤＩレシーバの番号を表す変数であ
る。本実施例では、Ｎ＝２，３，４である。前述のように、本実施例では、３フレーム期
間（３フィールド期間）を周期として繰り返す上記の処理内の１単位の取得処理ごとに、
ＳＤＩレシーバ１以外のＰＬ取得対象となるＳＤＩレシーバＮは、Ｎ＝２，３，４の順番
で切り替えられていく。
【００４５】
　ステップＳ３０２：ＳＤＩ入力手段１０１から入力されるＳＤＩ信号が、垂直ブランキ
ング期間から垂直有効画像期間へ遷移し、ＣＰＵ１６２に割り込みが発生するまで、ＣＰ
Ｕ１６２は、待つ。
【００４６】
　ステップＳ３０３：割り込みが発生したら、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ１のＦＩ
ＦＯ１４１からＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを読み出す。ステップＳ３０３は、図２の期間２０１
、期間２１１、期間２２１における処理に対応する。
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【００４７】
　ステップＳ３０４：ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ１のＦＩＦＯ１４１からＰａｙｌ
ｏａｄを読み出す。ステップＳ３０４は、図２の期間２０２、期間２１２、期間２２２に
おける処理に対応する。
【００４８】
　ステップＳ３０５：ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバＮのＦＩＦＯからＰａｙｌｏａｄ
を読み出す。より詳細には、Ｎが２のとき、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ２のＦＩＦ
Ｏ１４２からＰａｙｌｏａｄを読み出す。Ｎが３のとき、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシー
バ３のＦＩＦＯ１４３らＰａｙｌｏａｄを読み出す。Ｎが４とき、ＣＰＵ１６２は、ＳＤ
Ｉレシーバ４のＦＩＦＯ１４４らＰａｙｌｏａｄを読み出す。ステップＳ３０５は、図２
の期間２０３、期間２１３、期間２２３における処理に対応する。
【００４９】
　ステップＳ３０６：ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ１のＦＩＦＯ１４１から読み出し
たＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを解析する。ステップＳ３０６は、図２の期間２０４、期間２１４
、期間２２４における処理に対応する。
【００５０】
　ステップＳ３０７：ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３０６で解析したＳＤＩレシーバ１の
Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅをＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅ記憶部１６９に書き込み、内部に記憶している
ＳＤＩレシーバ１のＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅデータを更新する。なお、本データは、画像表示
装置がＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅをグラフィックスで表示する際に利用される。
【００５１】
　ステップＳ３０８：ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ１のＦＩＦＯ１４１から読み出し
たＰａｙｌｏａｄを解析する。ステップＳ３０８は、図２の期間２０５、期間２１５、期
間２２５における処理に対応する。
【００５２】
　ステップＳ３０９：ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３０８で解析したＳＤＩレシーバ１の
ＰａｙｌｏａｄをＰａｙｌｏａｄ記憶部１１１に書き込み、内部に記憶しているＳＤＩレ
シーバ１のＰａｙｌｏａｄデータを更新する。なお、本データは、画像表示装置がＰａｙ
ｌｏａｄに基づき画像処理を制御する際に利用される。
【００５３】
　ステップＳ３１０：ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバＮのＦＩＦＯから読み出したＰａ
ｙｌｏａｄを解析する。より詳細には、Ｎが２のとき、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ
２のＦＩＦＯ１４２から読み出したＰａｙｌｏａｄを解析する。Ｎが３のとき、ＣＰＵ１
６２は、ＳＤＩレシーバ３のＦＩＦＯ１４３ら読み出したＰａｙｌｏａｄを解析する。Ｎ
が４のとき、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ４のＦＩＦＯ１４４ら読み出したＰａｙｌ
ｏａｄを解析する。ステップＳ３１０は、図２の期間２０６、期間２１６、期間２２６に
おける処理に対応する。
【００５４】
　ステップＳ３１１：ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３１０で解析したＳＤＩレシーバＮの
Ｐａｙｌｏａｄが有効（正常）か確認する。ＳＤＩレシーバＮのＰａｙｌｏａｄは、ＳＤ
Ｉ入力手段１０２～１０４にＰａｙｌｏａｄが伝送されるタイミングや伝送の途中で読み
出しが行われる可能性がある。その場合、Ｐａｙｌｏａｄが無効（異常）なデータとなる
可能性がある。よって、ここでは、Ｐａｙｌｏａｄが有効か否かの確認が行われる。
【００５５】
　確認の具体的な方法としては、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　２５２：２０１０に規定されている
ように、ＰａｙｌｏａｄにＤＣ（Ｄａｔａ　Ｃｏｕｎｔ、データの個数）、Ｃｈｅｃｋｓ
ｕｍが含まれるため、ＤＣとＣｈｅｃｋｓｕｍの整合を調べる方法がある。Ｐａｙｌｏａ
ｄが有効のとき、ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３１２へ進む。Ｐａｙｌｏａｄが無効のと
き、ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３１３へ進む。
【００５６】
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　ステップＳ３１２：ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３１０で解析したＳＤＩレシーバＮの
ＰａｙｌｏａｄをＰａｙｌｏａｄ記憶部１１２～１１４のうちＳＤＩレシーバＮに対応す
る記憶部に書き込む。より詳細には、Ｎが２のとき、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ２
のＰａｙｌｏａｄをＰａｙｌｏａｄ記憶部１１２に書き込む。Ｎが３のとき、ＣＰＵ１６
２は、ＳＤＩレシーバ３のＰａｙｌｏａｄをＰａｙｌｏａｄ記憶部１１３に書き込む。Ｎ
が４のとき、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバ４のＰａｙｌｏａｄをＰａｙｌｏａｄ記憶
部１１４に書き込む。なお、本データは、画像表示装置がＰａｙｌｏａｄに基づき画像処
理を制御する際に利用される。
【００５７】
　Ｐａｙｌｏａｄが無効のとき、ステップＳ３１２は実行されないため、Ｐａｙｌｏａｄ
記憶部１１２～１１４の内部に記憶されているＳＤＩレシーバＮのＰａｙｌｏａｄデータ
は更新されない。この場合、以前取得してＰａｙｌｏａｄ記憶部に記憶されているＰａｙ
ｌｏａｄデータが後述の画像処理制御に引き続き用いられる。
【００５８】
　ステップＳ３１３：ＣＰＵ１６２は、Ｎを１増加させる。
【００５９】
　ステップＳ３１４：ＣＰＵ１６２は、Ｎが４を超えるとき、ステップＳ３０１へ進み、
再び、Ｎに２を代入する。ＣＰＵ１６２は、Ｎが４以下の時、ステップＳ３０２へ進む。
ステップＳ３１４により、前述の３フレーム期間（３フィールド期間）を周期として繰り
返す処理が実現される。
【００６０】
　ＣＰＵ１６２による画像処理部１６３に関する制御を説明する。画像処理部１６３は、
各種の画像処理を行う。例えば、色差色空間の信号をＲＧＢ色空間の信号へ変換する処理
がある。ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩ入力手段１０１～１０４からＰａｙｌｏａｄを取得し記
憶している。ＳＭＰＴＥ　ＳＴ　２５２：２０１０に規定されているように、Ｐａｙｌｏ
ａｄには色空間の情報が含まれる。そのため、ＣＰＵ１６２は、Ｐａｙｌｏａｄ記憶部１
１１～１１４から読み出したＰａｙｌｏａｄに従い画像処理部１６３を制御して、液晶パ
ネル１６８が表示するために適した色空間に画像信号を変換させる。なお、色空間は、Ｓ
ＤＩ入力手段１０１～１０４から入力されるＳＤＩ信号で、それぞれ異なる場合があるの
で、色空間変換の制御も、ＳＤＩ入力手段から入力されるＳＤＩ信号ごとにそれぞれ独立
に行われる。
【００６１】
　ＣＰＵ１６２によるグラフィックス生成部１６７に関する制御を説明する。グラフィッ
クス生成部１６７は、ＣＰＵ１６２の制御により、グラフィックス画像を生成する。グラ
フィックス画像には、画像表示装置が内蔵するフォントデータを用いて、Ｔｉｍｅ　Ｃｏ
ｄｅデータから生成される文字画像も含まれる。ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩ入力手段１０１
からＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅを取得し記憶している。ＣＰＵ１６２は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ記
憶部１６９から読み出したＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅに従いグラフィックス生成部１６７を制御
して、取得したＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅから文字画像を生成させる。
【００６２】
　図３のフローチャートに示す各ステップのうち、ＣＰＵ１６２の処理とＳＤＩ入力手段
１０１～１０４およびＳＤＩレシーバ１～４の処理との関連が深いステップに対応する期
間のみ、図２の「ＣＰＵ１６２の処理」の欄に示している。図面の簡略化のために、その
他のステップに対応する処理については図示を省略したものもある。
【００６３】
　本実施例の画像表示装置は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象として選択されている１個の
ＳＤＩ入力手段に対して、その垂直画像信号開始タイミングに合わせてＴｉｍｅ　Ｃｏｄ
ｅおよびＰａｙｌｏａｄを取得する（同期処理）。垂直画像信号開始タイミングは、垂直
ブランキング期間から垂直有効画像期間へ遷移するタイミングである。さらに、本実施例
の画像表示装置は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象として選択されていない残り３個のＳＤ
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Ｉ入力手段に対して、その垂直画像信号開始位置とは無関係にＰａｙｌｏａｄを取得する
（非同期処理）。つまり、本画像表示装置は、その内部に含まれる１個のＣＰＵが、Ｔｉ
ｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象として選択されている１個のＳＤＩ入力手段に同期させて、当該
ＳＤＩ入力手段のＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得及び全てのＳＤＩ入力手段のＰａｙｌｏａｄ取
得の処理を行う。
【００６４】
　よって、入力端子が複数であっても、１個のＣＰＵで複数の入力端子の補助データを取
得可能となり、入力端子の数に応じてハードウエアとＣＰＵを複数備える従来の画像表示
装置の構成よりも単純な構成とすることができる。
【００６５】
　また、補助データに関する処理をすべてハードウエアとして実装し、そのハードウエア
を入力端子の数に応じて複数備える従来の画像表示装置では、複数のＳＤＩレシーバの各
々について画像処理部との間に補助データ処理用のハードウエアが実装されることになる
。そのような構成では、画像処理部には、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅのグラフィック画像が合成
された画像信号が入力されることになる。そのため、拡大縮小部１６５は、グラフィック
画像が合成された画像信号に対して拡大縮小処理を行うことになり、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ
のグラフィック画像が不鮮明となる課題があった。さらに、縮小処理は画素の間引きを伴
うため、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅのグラフィック画像に画素欠損が起きる課題があった。
【００６６】
　これに対し、本実施例の画像表示装置の構成の場合、拡大縮小部１６５による拡大縮小
処理の後にビデオグラフィックス合成部１６６によりＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅのグラフィック
画像の合成が行われる。そのため、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅのグラフィック画像は拡大縮小部
１６５による拡大縮小処理の対象とならず、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅのグラフィック画像が不
鮮明となる課題、画素欠損が起きる課題が解決される。
【００６７】
　本実施例では、ＳＤＩ入力手段が４個の場合を説明したが、ＳＤＩ入力手段が８個など
、ＳＤＩ入力手段が２個以上の画像表示装置であれば、本発明を適用できる。
【００６８】
　図２に示したＳＤＩ入力手段１０１～１０４から入力されるＳＤＩ信号の１フレーム期
間（１フィールド期間）の長さ、垂直ブランキング期間および垂直有効画像期間の長さや
タイミングはあくまで一例である。ＳＤＩ入力手段１０１～１０４から入力されるＳＤＩ
信号の内容が、図２に示すものとは異なっていても、本発明を適用できる。
【００６９】
　本実施例では、画像表示装置への画像信号入力インタフェースがＳＤＩの場合を例に説
明した。補助データが画像信号の垂直ブランキング期間に伝送され、ＣＰＵが垂直有効画
像期間にそのデータをＦＩＦＯから読み出し可能であれば、他の画像信号入力インタフェ
ースを備える画像表示装置にも本発明を適用可能である。例えば、アナログコンポジット
ビデオ信号の垂直ブランキング期間に補助データを重畳する方式が知られているが、この
ような画像信号入力インタフェースを複数備える画像表示装置に対しても本発明を適用可
能である。さらに、補助データが画像信号の垂直有効画像期間に伝送され、ＣＰＵが垂直
ブランキング期間にそのデータをＦＩＦＯから読み出し可能な画像表示装置にも本発明を
適用できる。また、補助データが画像信号の特定の期間に伝送され、ＣＰＵが、補助デー
タが伝送されていない期間にそのデータをＦＩＦＯから読み出し可能な画像表示装置にも
本発明を適用できる。
【００７０】
（実施例２）
　実施例１では、全てのＳＤＩ入力手段にＴｉｍｅ　ＣｏｄｅおよびＰａｙｌｏａｄが伝
送される場合の例を説明した。実際には、ＳＤＩ信号においてＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅだけ伝
送される場合や、Ｐａｙｌｏａｄだけ伝送される場合、双方とも伝送されない場合もあり
得る。本実施例では、Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅまたはＰａｙｌｏａｄの少なくとも一方が伝送
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されない場合の例を説明する。
【００７１】
　以下、実施例１との差異を中心に説明する。
　ＳＭＰＴＥ規格に規定されているように、補助データは、それぞれ、特定のＤＩＤおよ
びＳＤＩＤを持つ。よって、ＳＤＩレシーバ１～４のＦＩＦＯ１４１～１４４から読み出
したデータを解析することにより、Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅまたはＰａｙｌｏａｄがＳＤＩ入
力手段１０１～１０４から入力されるＳＤＩ信号に含まれるか、判別することができる。
また、Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅまたはＰａｙｌｏａｄのＤＩＤおよびＳＤＩＤがＳＤＩレシー
バ１～４のＦＩＦＯ１４１～１４４から読み出したデータに含まれるが、Ｃｈｅｃｋｓｕ
ｍに不整合がある場合も、本実施例を適用することができる。
【００７２】
　Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象のＳＤＩ入力手段（実施例２では、ＳＤＩ入力手段１０１
）から入力されるＳＤＩ信号にＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅが含まれていないとき、画像表示装置
は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅのグラフィックス描画を停止する。または、画像表示装置は、「
--:--:--:--」のような、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅが含まれていないことを示す特別な文字列
をグラフィックスで描画する。ただし、インターレース信号の場合は、片方のフィールド
だけにＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅが含まれる場合がある。このため、次のようにすると良い。す
なわち、画像表示装置は、あるフィールドにＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅが含まれていないとき、
直前のフィールドにＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅが含まれていれば、そのＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅをグ
ラフィックスを描画する。一方、画像表示装置は、２フィールド以上連続してＴｉｍｅ　
Ｃｏｄｅが含まれていなければ、「--:--:--:--」のような、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅが含ま
れていないことを示すグラフィックスを描画する。
【００７３】
　ＳＤＩ信号にＰａｙｌｏａｄが含まれていないとき、画像表示装置は、Ｐａｙｌｏａｄ
が含まれていないＳＤＩ入力手段から入力されるＳＤＩ信号に対する画像処理として、何
らかの規定の処理をする。例えば、色差色空間信号に対する処理を規定の処理とした場合
、画像表示装置は、Ｐａｙｌｏａｄが含まれていないＳＤＩ入力手段から入力されるＳＤ
Ｉ信号を色差色空間信号とみなし、色差色空間からＲＧＢ色空間への変換処理を実施する
。　
【００７４】
　本実施例の画像表示装置は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象ではないＳＤＩ入力手段から
は非同期にＰａｙｌｏａｄを取得するため、Ｐａｙｌｏａｄの伝送途中にＰａｙｌｏａｄ
の読み出しが行われてＰａｙｌｏａｄの取得に失敗する可能性がある。この場合、本来な
らＰａｙｌｏａｄが含まれているにも関わらず、Ｐａｙｌｏａｄが含まれていないＳＤＩ
信号であると誤判定されてしまう可能性がある。そこで、Ｐａｙｌｏａｄは変化頻度が小
さいことに鑑みて、例えば、次のようにすると良い。すなわち、画像表示装置は、所定フ
レーム数以内（例えば５フレーム以内）に取得できたＰａｙｌｏａｄがある場合は、その
Ｐａｙｌｏａｄを用いて画像処理を制御する。一方、所定フレーム数を超えてＰａｙｌｏ
ａｄが取得できなかった場合に、Ｐａｙｌｏａｄが含まれていないＳＤＩ信号であると判
断して規定の処理をする。
【００７５】
　本実施例によれば、複数のＳＤＩ入力手段から、Ｔｉｍｅ　ＣｏｄｅやＰａｙｌｏａｄ
が伝送されないＳＤＩ信号が入力される場合であっても、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅの表示や画
像処理を破綻無く行うことが可能である。
【００７６】
（実施例３）
　実施例１の画像表示装置では、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象ではないＳＤＩ入力手段か
らは、非同期処理により、Ｐａｙｌｏａｄを取得している。よって、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ
取得対象のＳＤＩ入力手段とＴｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象ではないＳＤＩ入力手段との時
間上の位相関係が、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象ではないＳＤＩ入力手段からのＰａｙｌ
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ｏａｄ取得に成功する確率に影響を与える。ここで、Ｐａｙｌｏａｄ取得に成功するとは
、取得したＰａｙｌｏａｄに異常がない（有効なデータである）ということである。本実
施例では、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象ではないＳＤＩ入力手段からのＰａｙｌｏａｄ取
得に成功する確率を高める方法を説明する。
【００７７】
　図４は、ＣＰＵ１６２の処理を示すフローチャートである。本実施例では、ＣＰＵ１６
２による処理を図４に示すように、実施例１から一部変更する。なお、各ステップの処理
内容で、実施例１と同じものについては、図３と同じ符号を用いて詳細な説明を割愛する
。
【００７８】
　実施例１からの変更点について詳細に説明する。ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３１１に
て、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象ではないＳＤＩ入力手段からのＰａｙｌｏａｄが有効か
（Ｃｈｅｃｋｓｕｍに不整合がないか）判断するが、無効であった場合、ステップＳ３１
５へ進む。ステップＳ３１５にて、ＣＰＵ１６２は、ＳＤＩレシーバのＦＩＦＯから読み
出したデータを解析し、Ｐａｙｌｏａｄを示すＤＩＤおよびＳＤＩＤがＦＩＦＯから読み
出されたか否かを判定する。
【００７９】
　Ｐａｙｌｏａｄを示すＤＩＤおよびＳＤＩＤがＦＩＦＯから読み出された場合（ステッ
プＳ３１５：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３１４へ進む。この場合、Ｎが増加
しないため、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象であるＳＤＩ入力手段から入力されるＳＤＩ信
号の次のフレーム（インタレースの場合はフィールド）にて、Ｐａｙｌｏａｄ取得に失敗
したＳＤＩ入力手段から、再度、Ｐａｙｌｏａｄ取得が試みられる。すなわち、次回の取
得処理において再度同じＳＤＩ入力手段からのＰａｙｌｏａｄの取得が行われる。よって
、Ｐａｙｌｏａｄ取得に成功する確率が高まる。
【００８０】
　一方、Ｐａｙｌｏａｄを示すＤＩＤおよびＳＤＩＤがＦＩＦＯから読み出されない場合
（ステップＳ３１５：Ｎｏ）、ＣＰＵ１６２は、ステップＳ３１３へ進む。この場合、Ｎ
が増加するため、Ｐａｙｌｏａｄが含まれないＳＤＩ信号が入力されている場合に、非同
期処理にてＰａｙｌｏａｄを取得するＳＤＩ入力手段が切り替わらなくなることを防止で
きる。
【００８１】
　本実施例によれば、非同期処理にてＰａｙｌｏａｄを取得するＳＤＩ入力手段からのＰ
ａｙｌｏａｄ取得に成功する確率が高まり、ＳＤＩ信号に含まれるＰａｙｌｏａｄを用い
た適切な画像処理の制御が可能になる。
【００８２】
　上記説明した実施例には本発明の範囲内で種々の変更を行うことができる。実施例１で
は、１処理周期は、Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ取得対象であるＳＤＩ入力手段から入力されるＳ
ＤＩ信号の３フレーム分の期間であった。そして、１処理周期にて、同期処理による補助
データの取得を１回、非同期処理による補助データの取得を非同期処理対象のＳＤＩ入力
手段ごとに１回ずつ行った。これに対し、１処理周期につき、非同期処理による補助デー
タの取得を非同期処理対象の各ＳＤＩ入力手段について複数回行うようにしても良い。或
いは、複数処理周期につき、非同期処理による補助データの取得を非同期処理対象の各Ｓ
ＤＩ入力手段について１回ずつ行うようにしても良い。
【符号の説明】
【００８３】
１、２、３、４　ＳＤＩレシーバ
１０１、１０２、１０３、１０４　ＳＤＩ入力手段
１６２　ＣＰＵ
１６３　画像処理部
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